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開会 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（笠原良一君） 皆さん、おはようございます。ただいまから平成２５年第１回

氷川町議会定例会を開きます。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（笠原良一君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定によって、１２番、片

山議員、１３番、坂本議員を指名します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２ 会期の決定 

○議長（笠原良一君） 日程第２、会期の決定を議題とします。 

 お諮りします。今定例会の会期は、本日から３月１９日までの１２日間としたい

と思います。ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（笠原良一君） 異議なしと認めます。したがって、会期は本日から３月１９日

までの１２日間に決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第３ 諸般の報告 

○議長（笠原良一君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

   今回受理した請願・陳情等は、お手元にお配りしました請願・陳情等一覧表のと

おりです。 

学校図書館の蔵書整備・充実に関する陳情書は資料を配付しております。 

ふたたび被爆者をつくらないために現行法（原子爆弾被爆者に対する援護に関す

る法律）の改正を求める議会決議・意見書採択のお願いは、文教厚生常任委員会に

付託しましたので、報告します。 

 次に、例月出納現金検査並びに補助金監査が実施され、その検査結果報告書が提

出されていますので報告します。 

 次に、平成２５年第１回八代広域行政事務組合議会定例会、平成２５年第１回八

代生活環境事務組合議会定例会及び平成２５年第 1 回氷川町及び八代市中学校組合

議会定例会が開催され、会議資料が提出されていますので報告します。 

 なお、この報告書及び会議資料は議会事務局に保管してありますので、ご自由に



 － 7 －

閲覧願います。 

次に、平成２４年１２月１９日及び平成２５年１月２１日に、熊本県町村議会

議長会理事会が熊本市で開催され、議長が出席しましたので報告します。 

次に、２月１９日に、熊本県町村議会議長会第６３回定期総会が熊本市で開催

され、議長が出席しましたので報告します。 

 これで、諸般の報告を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第４ 議会改革調査特別委員会に付託中の議会改革にかかわる件について委員会

の中間報告の申し出について 

○議長（笠原良一君） 日程第４、議会改革調査特別委員会に付託中の議会改革にかか

わる件について委員会の中間報告の申し出についてを議題とします。 

 議会改革調査特別委員会から、議会改革にかかわる件についてを中間報告したい

と思います。 

お諮りします。 

本件は、申し出のとおり報告を受けることにしたいと思いますが、ご異議ありませ

んか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（笠原良一君） 異議なしと認めます。 

したがって、議会改革調査特別委員会の中間報告を受けることに決定しました。 

議会改革調査特別委員長の発言を許します。 

上田委員長。 

○議会改革調査特別委員長（上田健一君） 皆さんおはようございます。ただいまの議

長の許しを受けましたので、議会改革調査特別委員会中間報告をいたします。 

平成２３年１２月１６日に設置した議会改革調査特別委員会のこれまでの調査、

検討の中間報告をいたします。 

議員、議会が本来やるべき役割を精査し、二元代表制を踏まえ、地方分権時代に

ふさわしく、より町民に必要とされる議会とするための調査・研究を行うこの特別

委員会は、これまで１０回の協議を重ねてきました。 

申すまでもなく、議会は一つ目に、地方公共団体の具体的政策を最終的に決定す

ること、二つ目に、議会が決定した政策を中心に行う執行機関の行財政の運営や事

務処理ないし事業の実施が、すべて適法・適正に、しかも公平・効率的に、そして

民主的になされているかどうかを批判し監視する使命を担っています。 

その議会を構成する我々議員は、住民全体の代表であり、奉仕者であって、議員

の一言一句はとりもなおさず住民の意見であり、住民からの声であるべきもので
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す。常に住民の中に飛び込み、住民との対話を重ね、住民の悩みと声を汲み取りな

がら議論を重ねて調査・研究を進め、住民全体の福祉向上と地域社会の活力ある発

展を目指して、時には住民に訴え、時には住民を指導して、その実現に積極的に努

力することが大事です。 

この特別委員会は、今申し上げました議会の使命の遂行と、議員がその職務を果

たしているかを議論してきました。 

第１点に、議会活動の根幹をなす委員会の機能ですが、氷川町議会は３つの常任

委員会を設置し、その部門に属する事務の調査及び議案・陳情等を審査する権限を

有しています。 

今の氷川町議会の常任委員会のあり方を論議する過程において、我々議員が最も

反省すべき点が、この常任委員会活動をほとんど行っていないということです。 

これまでは全員協議会として、全議員が参加して協議を進めてきました。このこ

とは、全議員が全事項について知り得、平等に発言の機会が与えられる利点はあり

ますが、行政が複雑多岐となり、高度の専門知識を必要とする現在において、専門

的な調査・研究をおろそかにするという欠点が生じています。 

また、常任委員会を構成する人数が１委員会に４名となっています。これも人数

が少なく十分な審議ができない欠点となっています。 

議会本来の姿は委員会活動にあり、議論できる委員会にするためには、この常任

委員会を２つに減らすことを確認しました。 

第２点目に、議会を構成する議員の数について、現在の議員定数は１４名です。

しかしながら、死亡や辞職等もあって１２名で構成された期間がほとんどです。議

員には住民の声を町政に反映させる職責がありますが、現在員数の１２名か、定数

の１４名か、そのいずれかという意見になりました。１２名という意見では、現在

員数が１２名で、議会運営に支障はない。議員定数削減は全国的な流れで、熊本県

内でも削減が進んでいる。区長会の要請は世論であり、町民は削減を望んでいるな

どの意見がありました。 

また１４名という意見では、定数を削減することは、町民の声を町政に反映しに

くくなる。定員が多いほうが立候補しやすい。区長会の要請にある経費削減は、定

数を減らさずに報酬金額を下げたり、費用弁償を廃止したりする方法もある。今の

議会はその使命を果たしていない。議会や議員のあり方が問われているのであっ

て、その活性化が必要。人数を減らすことだけが改革ではない。１期の任期を定数

１４名で通したことはなく、次の議会において、活性化し使命を果たすために必要

な人数が１４名でないとできないのか、１２名でできるのかを検証する必要があ

る。などの意見がありました。 
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このほか、議会情報の公開を図るため、ホームページによる議会会議録の公開を

決定しました。 

議会改革を進めるためには、まだまだ議会運営のあり方、議会機能の強化、情報

の公開・共有、町民参加の推進など、多くのことを議論する必要があります。 

町民の負託に応えられるべき議会及び議員となるために、この特別委員会がさら

に議論を重ねていくことを確認し、議会改革調査特別委員長の中間報告といたしま

す。 

終わります。 

○議長（笠原良一君） ただいまの委員長報告に対し、質問はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（笠原良一君） それでは、これをもって報告済みといたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第５ 行政報告 

○議長（笠原良一君） 日程第５、行政報告を行います。 

町長から、行政報告の申し出がありました。これを許します。 

町長。 

○町長（藤本一臣君） 皆様、おはようございます。厳しかった寒さが和らぎ、梅の花

が満開を迎え、その名もゆかしく弥生の春となりましたが、皆様方には日々ご活躍

のこととお慶びを申し上げます。 

 本日は平成２５年第１回氷川町議会定例会を招集をいたしましたところ、皆様方

には大変お忙しい中、お繰り合わせご出席をいただきまして、誠にありがとうござ

います。議員各位には日頃より町政運営に当たりまして、格段のご理解とご協力を

いただいております。心より感謝とお礼を申し上げる次第でございます。 

 また、先日は議員研修に同行させていただきました。林農林水産大臣及び衆議院

金子国土交通委員長に直接要望活動をすることができましたことは、大変意義のあ

る、意味深いことであったというふうに思っております。心より感謝を申し上げま

す。 

さて、本年度もいよいよ押しつまりまして、年度末を迎えるところであります

が、氷川町を振り返ってみますと、台風あるいは豪雨等による大規模な自然災害の

発生もなく、比較的穏やかな年であったのかなというふうに思います。 

一方、国内の情勢に目を転じますと、昨年７月１２日に九州北部地方を襲った豪

雨によりまして、阿蘇地方をはじめとしまして、県下各地で災害が発生をいたしま

した。被災をされました皆様方に改めてお悔みとお見舞いを申し上げますととも

に、１日も早い復旧復興を願うものでございます。 
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また、昨年１２月１６日に執行されました第４６回衆議院議員総選挙におきまし

て、自由民主党が単独で過半数を超える議席を獲得して大勝し、安倍政権のもと、

３本の矢と称される大胆な金融政策、機動的な財政政策、民間投資を喚起する成長

戦略の３つを基本方針に、デフレ経済を克服するための経済政策を積極的に進めら

れようとしています。 

また、国外では、中国及び韓国でも指導者が変わり、新しい政治の流れが生まれ

ようとしております。このように世界及び日本の政治、経済の動向が揺れ動く中、

私ども氷川町といたしましてもこの現実を直視し、時代の流れを的確にとらえて、

その流れを見誤ることなく堅実な行政運営をしていくことが求められているところ

であります。 

さて、平成２４年度につきましては課題解決に向けた実践の年と位置づけまし

て、５つのまちづくり戦略を掲げ、議会の協力をいただき、町民の皆様方とともに

活力のあるまちづくりに向け取り組んでまいりました。その結果について報告をい

たします。 

 まず、１点目は活力のある産業の振興でございます。 

 農業振興の分野では各生産組織、営農組織を中核とした組織型農業を推進をして

まいりましたが、ＴＰＰへの参加に向けた動きがある中、その必要性が増している

というふうに感じております。新規の事業として新規就農総合支援事業に７戸の農

家が取り組まれました。青年就農給付金といたしまして、後継者の総合支援、いわ

ゆる育成に大いに役立ったものというふうに思っております。 

くまもと稼げる園芸産地育成対策事業では、イチゴハウスの電照施設、ナシ園の

黄色防蛾灯の整備等に取り組みをいたしました。 

鳥獣被害防止総合対策事業におきましては、捕獲隊を編成し、有害鳥獣の駆除や

電気柵等の設置を実施したところであります。 

保育所等畳表需要拡大事業によりまして、町内の保育所等の畳張替え助成に取り

組みをいたしましたが、なかなか取り組みが少のうございました。１つの保育園の

みの活用にとどまっておりまして、来年度以降の普及に努めてまいりたいというふ

うに思っております。 

氷川町農業元気づくり支援事業につきましては、葉たばこ病害虫予防対策をはじ

め、イチゴ優良品種早期産地対策事業、吉野梨優良品種早期産地化、あわせまして

減農薬対策等６つの事業を支援してまいりました。 

３年目を迎えました戸別所得補償制度におきましては、６６７戸の農家が取り組

みを行われました。交付金額といたしましては、４億１,９００万円の実績がある

ところでございます。 
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また、本年度も生産調整面積の再配分を行いました。４８ヘクタールの作付けを

確保したところであります。 

安全・安心な農産物の供給体制と経営体の育成確保の構築を図るため、継続事業

といたしまして、経営体育成支援事業に取り組み、本年度は７３件、総事業費２億

６,５００万円の事業を実施をいたしました。農産物の集出荷施設、加工施設やハ

ウス施設等の農業用施設の整備、トラクター、コンバイン等の農業用機械整備の充

実・拡充が図られたところであります。 

畳需要拡大推進事業及び農業後継者花嫁対策事業につきましては、氷川町農業振

興協議会が主体となり実施をいたしました。畳表の張り替え補助につきましては、

当初の計画どおりの活用があっております。花嫁対策事業におきましては、本年度

２組のカップルが結婚まで至りました。いい結果が出たなというふうに思っている

ところであります。 

氷川町竜北物産館のＰＯＳのシステム、それから警備のシステム、この改修とト

イレの洋式化につきましても施設整備が完了したところであります。 

農業基盤整備事業の新規事業として取り組みました農業体質基盤強化促進事業で

は、柳の江地区排水路改修事業、下宮地区用水路ゲート改修事業及び農地の区画拡

大事業０.９ヘクタール、暗渠排水事業２０１ヘクタール、客土事業１１ヘクター

ルを氷川町土地改良区と連携をして実施をいたしました。 

 竜北地区の地籍調査事業の年次計画に基づき、順調に進捗をいたしております。

現在、竜北地区の８５％の調査が完了いたしまして、氷川町全体では９１％の進捗

率というふうになっております。 

耕作放棄地解消に向けました耕作放棄地解消対策事業につきましては、２件の取

り組みがあっております。４９アールの耕作放棄地が再生復元したところでありま

す。 

商工業振興対策につきましては、新規の事業として取り組みました住宅リフォー

ム促進事業につきましては大変好評でありまして、本年２月末現在で取り組み件数

で９８件、補助金額１,５３４万円、実工事費では１億５,３００万円の実績となっ

ております。町内の中小建設業及び商工業の支援と振興につながったものと感じて

おります。 

町内の購買力を高めるためのプレミア付き商品券の発行を継続して行いました。

町内の購買力向上に努めることができたというふうに感じております。 

 販売戦略商工会補助事業として位置づけましたネット販売販路拡大事業、地域資

源活用特産品開発販路拡大事業等を町商工会へ委託いたしまして実施をいたしまし

た。雇用の確保と消費の拡大が図られたものと思っております。 
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 新たに取り組みました経営革新等推進特別事業には３つの企業が取り組まれ、経

営革新セミナーや個別指導により、経営革新への動機づけと新たな事業展開に向け

た計画・策定への支援を行ったところであります。 

 立神峡公園、まちつくり酒屋、竜北公園等につきましては、氷川ツーリズム事業

の資源として活用するとともに、梨マラソン大会、ヘラブナ釣り大会等のイベント

事業も盛会に開催をされました。地域経済の活性化につながったものというふうに

感じております。 

２点目といたしまして、安心して暮らせる福祉の町づくりであります。 

 疾病の早期発見、早期治療を促進をし、町民の皆様方の健康増進と医療費の抑制

を図るため、４０歳、５０歳及び６０歳を対象に人間ドック受診費用の助成を行

い、４０歳から６０歳までの５歳刻みの皆様方を対象に、大腸がん及び乳がん検

診、２０歳から４０歳までの５歳刻みの女性を対象とした子宮がん、子宮頸がん検

診の無料クーポン券を発行いたしましたが、働く世代のがん検診の推進に役立った

ものと感じております。 

 少子化及び定住促進対策といたしまして、中学３年生までの医療費の無料化、イ

ンフルエンザ予防接種につきましても助成対象年齢を拡大をいたしましたが、子育

て世代の皆様方の負担の軽減につながったものと思っております。 

 地域子育て創生事業では継続をいたしまして、産前産後ホームヘルプ事業を実施

をし、母親の精神的、肉体的な負担を軽減することができたというふうに思いま

す。 

 高齢者対策といたしましては、ふれあいいきいきサロンを３年間で町内全地区で

の実施を目指し、普及推進を図っておりますが、本年度に新たな取り組みが２地区

にとどまりました。あわせまして、２５地区で現在実施をされているところであり

ます。 

 食の自立支援事業におきましては、調理が困難な一人暮らし老人世帯あるいは高

齢者世帯への昼食夕食につきまして、年間延べ３万１,０００食の配食サービスの

提供により、日常生活の支援を行いました。 

 高齢者住宅改造助成事業につきましては、３件の実績でありました。 

 災害時要支援者支援対策につきましては、民生児童委員の皆様方の協力を得て、

要援護者の状況把握及び台帳整備を行い、関係者及び関係機関において情報を共有

し、有事に備えているところでございます。 

 なお、少子高齢化は年々進行すると思われます。町社会福祉協議会との連携を図

り、地域を地域で支える福祉の環境づくりを推進しているところでございます。 

 ３点目といたしまして、人を育む教育の振興であります。 
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 児童生徒の安全な教育施設整備を図るため、校舎等の耐震補強改修工事を計画的

に実施をしております。本年度は竜北東小学校校舎の改築を実施をいたしました。

既に完成をし、新しい校舎での授業が始まっております。 

 夏場の酷暑対策といたしまして、昨年度、小中学校の全教室に配備をいたしまし

たスタンド式扇風機が本格的に本年度から活用されました。集中力の持続や熱中症

の予防等、学習面及び健康面において効果があるということで現場の声をいただい

ているところであります。就学環境の改善につながったものというふうに思いま

す。 

 要支援児童生徒教育支援事業及び学校支援地域本部事業にも継続して取り組んで

おります。教育現場への直接な支援により、就学環境の充実につながったものとい

うふうに感じております。 

 八火図書館の整備につきましては、宮原振興局の敷地に図書館と事務所機能を持

った複合施設を建設することで方針を決定をし、基本設計を完成させたところであ

ります。広報誌等で町民の皆様あたりも今周知を図ったところであります。今後、

実施設計等に入ってまいります。皆さん方のまたご意見をいただきながら、真にた

めになる図書館、事務所の建設に努めたいというふうに思っているところでありま

す。 

町内の文化史跡の保存の面から、大野窟古墳の国指定に向けた調査を継続的に実

施をしてまいりました。いよいよ報告書が完成をし、今年１月に国指定へ向けた申

請書を提出をいたしたところであります。 

 総合型地域スポーツクラブ氷川スポーツクラブも２年目を迎えております。新た

に３種目が追加をされまして、本年度１０種目で活動がなされ、社会体育及び文化

活動の振興に寄与していただいております。 

 ４点目といたしまして、安全で快適な生活環境の町づくりであります。 

生ごみの減量及び堆肥化による有効促進のため、電気式生ごみ処理機の購入助成

を実施しております。本年度は残念ながら１台の導入しかございませんでした。当

初予定をいたしました普及台数には及んでおりません。このあり方につきましても

今後、しっかりと検証をするとともにぜひその普及に努めてまいりたいというふう

に思っております。 

 新たに取り組みをいたしました住宅用新エネルギー等導入促進事業につきまして

は、太陽光発電施設２件、太陽熱利用施設２件、計の４件の利用にとどまりまし

た。このことにつきましても、少しそのあり方を検討する必要があるのかなという

ふうに思っております。 

また、生活安全推進室の機能を生かしまして、雇用相談それから多重債務相談の
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拡充をはじめ、氷川地区少年警察ボランティア協議会、消防団、ＰＴＡ、老人クラ

ブ連合会、民生委員児童委員協議会の皆様方のご協力をいただきまして、防犯ボラ

ンティア活動によりまして地域防犯体制の充実が図られております。このことにつ

きましては、それぞれの関係機関の皆様方のご努力に心から感謝を申し上げるとと

もに、今後もぜひご支援をいただきたいというふうに思っております。 

 昨年９月には氷川町が誕生いたしまして初めてとなります総合防災訓練を実施を

いたしました。多くの皆様方に参加をいただきました。参加をいただきました皆様

方を初め、町民の皆様方への防災意識の啓もうにつながったものと感じておりま

す。 

 八代広域消防本部管内の消防力の強化を図るため、鏡消防署氷川分署を平成２７

年から平成２９年の３年間で整備することといたしました。八代広域消防施設整備

計画へその年度、明記をされたところであります。 

 既存橋梁の長寿命化修繕計画、住宅建築物耐震及び改修促進計画並びに公営住宅

等長寿命化計画の策定をいたしましたので、今後はその計画に基づいた具体的な取

り組みを進めていきたいというふうに考えております。 

 下水道事業につきましても、普及率が８５.４％まで達成をすることができまし

た。集落内の道路、排水路整備も区長様方のご協力をいただきながら、地区要望と

氷川町道路整備基本計画との整合性を図りながら整備を進めております。 

また、広域アクセスのための幹線道路の整備や生活幹線道路ネットワークを確立

し、町民生活における交通環境の改善及び産業の振興、救急医療や弱者支援に寄与

する道路整備も考えているところでありまして、実施をしているところでありま

す。その一環といたしまして、スマートインターチェンジ事業につきましても、そ

の事業を計画的に進めております。名称につきましては、宇城氷川スマートインタ

ーチェンジとすることで、最終決定作業が進められているところであります。 

文化財調査も完了し、用地買収も７割程度の進捗であります。一部アクセス道路

工事を既に発注をし、実施をいたしております。なお、本体工事につきましては、

ネクスコ西日本が工事の主体となりまして、これも昨年１１月から工事が進められ

ております。 

 最後に、住民自治を支える行政運営であります。 

 １行政区１区長制度も軌道に乗りつつございます。地区住民の皆様方のご理解と

ご協力によりまして、それぞれ円滑な地区運営が図られているところであります。

住民との協働による町づくりを進めるため、毎年、町政懇談会を実施をいたしてお

ります。今年度も１３カ所で実施をいたしましたが、地域の課題あるいは町政に対

する貴重なご意見を拝聴することができました。 
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第一次氷川町総合振興計画の基本計画につきましては、氷川町総合振興計画策定

審議会へ諮問をし、答申を受け見直しをしたところであります。今議会にその見直

し案につきまして提案をいたしております。どうぞご承認をいただきますよう、よ

ろしくお願いをいたします。 

地区別計画につきましても、各地区ごとに進捗状況等を精査をしていただき、見

直しを行ったところでございます。 

行政情報の提供につきましても努力をいたしております。町長交際費の公開、町

広報誌や町ホームページにより、町の例規集また身近な情報につきましても情報発

信を行っているところであります。 

 男女共同参画の面では、氷川町男女共同参画推進懇話会の主催によります女性模

擬議会が開催をされました。町政に対しまして、直接女性の皆様方のご意見を聞か

せていただいたことは大変有意義なことであったというように思っております。今

後も機会をとらえてそういった意見の集約に努めてまいりたいというふうに思いま

す。 

入札制度の改革にも取り組みをいたしました。条件付き一般競争入札制度の導入

などの改善を図ることといたしました。本議会中に皆様方にもご説明をさせていた

だきます。 

 また行政改革プランの完全実施を目標として、改革の取り組みを進めているとこ

ろであります。 

大空町との友好１０周年記念行事といたしまして、両町の祭りを通して人と物産

の相互交流を図ったところであります。あわせまして災害時相互応援協定を締結を

いたしました。これからもさらに友好のきずなを深めてまいりたいというふうに思

っております。 

 以上、５つの町づくり戦略を掲げ、最善を尽くして参りましたが、議員各位並び

に町民の皆様方をはじめ、関係組織、機関のご協力のもと、全職員が一丸となって

職務に精励をしたことにより、相応の効果を得ることができたと、行政運営であっ

たというふうに考えております。 

 以上、本年度を振り返りましての行政報告とさせていただきます。 

○議長（笠原良一君） これで行政報告は終わりました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第 ６ 承認第 １号 専決処分の報告及び承認について 

 日程第 ７ 議案第 １号 氷川町ふるさと振興基金条例の制定について 

 日程第 ８ 議案第 ２号 氷川町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び

運営に関する基準を定める条例の制定について 
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 日程第 ９ 議案第 ３号 氷川町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、

設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに

係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準

を定める条例の制定について 

 日程第１０ 議案第 ４号 氷川町指定地域密着型サービス事業者等の指定に関する

基準を定める条例の制定について 

 日程第１１ 議案第 ５号 氷川町新型インフルエンザ等対策本部条例の制定につい

て 

 日程第１２ 議案第 ６号 氷川町町道の構造の技術的基準を定める条例の制定につ

いて 

 日程第１３ 議案第 ７号 氷川町が管理する町道に設ける道路標識の寸法を定める

条例の制定について 

 日程第１４ 議案第 ８号 氷川町準用河川管理施設等の構造の技術的基準を定める

条例の制定について 

 日程第１５ 議案第 ９号 氷川町移動等の円滑化のために必要な道路の構造の基準

を定める条例の制定について 

 日程第１６ 議案第１０号 氷川町公共下水道の構造の技術上の基準等に関する条例

の制定について 

 日程第１７ 議案第１１号 氷川町税条例の一部を改正する条例について 

 日程第１８ 議案第１２号 氷川町児童医療費助成に関する条例の一部を改正する条

例について 

 日程第１９ 議案第１３号 氷川町障害者介護認定審査会の委員の定数を定める条例

の一部を改正する条例について 

 日程第２０ 議案第１４号 氷川町重度心身障がい者医療費助成に関する条例の一部

を改正する条例について 

 日程第２１ 議案第１５号 氷川町営住宅条例の一部を改正する条例について 

 日程第２２ 議案第１６号 氷川町宅地開発基金条例を廃止する条例について 

 日程第２３ 議案第１７号 平成２４年度氷川町一般会計補正予算（第６号）につい

て 

 日程第２４ 議案第１８号 平成２４年度氷川町国民健康保険特別会計補正予算（第

３号）について 

 日程第２５ 議案第１９号 平成２４年度氷川町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）について 

 日程第２６ 議案第２０号 平成２４年度氷川町介護保険特別会計補正予算（第３
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号）について 

 日程第２７ 議案第２１号 平成２４年度氷川町下水道事業特別会計補正予算（第２

号）について 

 日程第２８ 議案第２２号 平成２４年度氷川町宅地開発事業特別会計補正予算（第

１号）について 

 日程第２９ 議案第２３号 平成２５年度氷川町一般会計予算について 

 日程第３０ 議案第２４号 平成２５年度氷川町国民健康保険特別会計予算について 

 日程第３１ 議案第２５号 平成２５年度氷川町後期高齢者医療特別会計予算につい

て 

 日程第３２ 議案第２６号 平成２５年度氷川町介護保険特別会計予算について 

 日程第３３ 議案第２７号 平成２５年度氷川町下水道事業特別会計予算について 

 日程第３４ 議案第２８号 平成２５年度氷川町宅地開発事業特別会計予算について 

 日程第３５ 議案第２９号 第一次氷川町総合振興計画（基本計画）の変更について 

 日程第３６ 諮問第 １号 人権擁護委員候補者の推薦について 

 日程第３７ 諮問第 ２号 人権擁護委員候補者の推薦について 

 日程第３８ 諮問第 ３号 人権擁護委員候補者の推薦について 

○議長（笠原良一君） 日程第６、承認第１号、専決処分の報告及び承認についてか

ら、日程第３８、諮問第３号、人権擁護委員候補者の推薦についてまでを一括議題

といたします。町長の施政方針並びに提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（藤本一臣君） それでは平成２５年度に向けました施政方針及び今定例会に提

案をいたしております議案の提案理由の説明をさせていただきます。 

 日本の経済はギリシャの財政問題に端を発する欧州債務危機の影響による世界経

済の減速や急速な円高、株価の変動などが国内経済にも大きな影響を与え、先行き

不透明な状況が依然として続いております。 

 また、国の財政状況は、平成２４年度末には長期債務残高が一般会計予算額の約

２分の１以上にも相当する額が増加をする見込みとなっており、大きく悪化をいた

しております。このような中、国は安倍政権のもと、３本の矢と称される大胆な金

融政策、機動的な財政政策、民間投資を喚起する成長戦略の３つを基本方針とした

デフレ経済を克服するための経済政策を積極的に進めるといたしております。 

あわせまして平成２５年度予算につきましては、中期財政フレームに定められた

歳出の大枠を超える予算が現在審議中であります。地方財政につきましては、必要

な財源は確保するとされているものの、人件費に充てる地方交付税を約４,０００

億円削減する予算案関連法案も同時に審議をされている状況であります。 

 一方、熊本県もまた数次にわたる行財政改革により、行政体制の整備や財政健全
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化の取り組み、財政調整基金、４基金の増加など初期の目標を達成をいたしたもの

の、県が示しました平成２５年度当初予算の大まかな収支見通しでは、災害関連事

業の増数などもあり、財源不足が見込まれており厳しい状況には変わりのない状況

であるというふうに認識をいたしております。 

 このような国、県の政策あるいは財政状況を踏まえまして、平成２５年度氷川町

一般会計予算につきましては、将来の歳入減を見据えた厳しく堅実な財政運営に向

けて創意工夫を図り、事務事業の徹底的な見直しや事業間の優先順位の厳しい選択

を行う一方、町政発展の礎を築くために重要と考えられる事業につきましては、国

・県の緊急経済対策費や地域の元気臨時交付金等の活用を図り、必要な財源を確保

することとし、メリハリのある予算編成に心がけ、対前年度比７.２％増の総額６

０億５,０７４万６,０００円といたしました。 

 歳入といたしては、国・県支出金、町税が増加をし、不透明な地方交付税は横ば

い、地方贈与税及び地方特例交付税は減少すると見込みました。財源確保のために

財政調整基金からの繰り入れを行い、町債につきましては必要最小限度にとどめた

ところであります。 

 歳出では、総務費、民生費、農林水産業費、土木費、教育費を増額予算といたし

ました。それ以外は横ばい及び減額としたところであります。 

 氷川町が誕生いたしまして８年目を迎えております。いよいよ合併の真価が問わ

れる大切な時期を迎えております。平成２５年度は、町政発展に向けた飛躍の年と

位置づけまして、当面する課題を解決するとともに、将来の氷川町を展望した新た

な視点を持ち、氷川町総合振興計画の基本理念に基づいた次の５つのまちづくり戦

略を掲げ、議会のご協力をいただき、町民の皆様方とともに活力のある町づくりに

向けた町政の展開を行ってまいる所存でございますので、一層のご協力をお願い申

し上げます。 

 まず、１点目といたしましては、活力ある産業の振興であります。安定した生活

基盤を確保するためには何といいましても基幹産業であります農業、商工業に活力

がなくてはなりません。農業振興策といたしましては、ＴＰＰ参加交渉等の動向に

注視をしつつ、足腰の強い農業経営を図るため、これまでどおり各種生産組織及び

営農組織を中核とした組織型農業を推進をしてまいります。とともに共同経営を視

野に入れました集落営農組織の育成、これがなかなか進んでおりません。やはり足

腰の強い農業を推進するためには、足腰の強い組織をつくる必要もあると思いま

す。あるいは個々の農家のそういった経営力をアップする必要がございます。そう

いった支援を図ってまいりたいというふうに思います。 

 新規の事業といたしまして、い業機械再生支援事業を創設をいたします。い業関
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連機械の維持管理費を支援することによりまして、生産機械の長寿命化を図りたい

というふうに思っております。 

昨年取り組みが少なかった保育所等畳表需要拡大事業につきましては、今日の熊

日新聞の社会面でございましたか、県立大学の北原教授の記事が載っておりまし

た。畳教室で好感度アップという記事でございました。それぞれ畳の教室を導入を

して学生の意見の調査を行ったと、やっぱり畳の教室は好感度であったという報告

でありました。畳の効能等の周知を深め、町内の保育所等への普及を図ってまいり

たいというふうに思っております。 

 経営安定推進事業、くまもと稼げる園芸産地育成対策事業並びに鳥獣被害防止総

合対策事業等につきましても、国・県の事業等を積極的に活用し、新規就農者の支

援、園芸作物農家の施設整備及び鳥獣被害防止を図ってまいります。 

 氷川町農業元気づくり支援事業につきましては、イチゴのダニ予防対策、酪農業

の性判別精液活用推進事業等、５つの対策を新たに加え、葉たばこ病虫害予防対策

及び露地野菜病虫害対策とともに事業を展開してまいります。 

 これまで準備を進めてまいりました献穀事業にも取り組むことといたしておりま

す。この事業を機に、特産でありますもち米をはじめ、氷川町の農産物のＰＲとブ

ランドの向上を目指したいというふうに思います。また、継続の事業といたしまし

ては、経営所得安定対策事業、経営体育成支援対策事業、氷川町販売戦略基本計画

に基づく農産物販売戦略強化事業、い草畳表生産体制強化緊急対策事業、日本産ブ

ランド輸出促進事業をはじめ、農地の利活用の調整、利活用状況の調査等を行いま

す農業委員会の機能を充実をします農地制度実施円滑化事業にも継続的に取り組ん

でまいります。 

 農業経営安定化と農家負担の軽減を目的としました農業収入安定化事業につきま

しても、共済掛金の助成率を４５％に据え置いたところでございます。 

 ナシの農家につきましては、これまで一部の共済加入が認められておりました

が、全面積の加入がいわゆる原則ということになっておりまして、加入面積の増加

が認められますので、それに匹敵する予算の拡充を行ったところであります。 

農業基盤整備事業として、繰り越し分の地区排水路改修事業、暗渠排水事業、客

土事業をはじめ、国営造成施設管理体制整備促進事業及び農地・水保全管理支払交

付金事業等につきましては、これまでどおり氷川町土地改良区と連携をして実施し

てまいります。 

 新規の事業といたしまして、網道地区の幹線排水路の浚渫工事、栫地区ため池取

水口改修工事及び農道有佐１号線舗装工事を実施をいたします。 

 長年の懸案事項であります竜北地区の排水対策につきましては、昨年、竜北地区
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排水対策協議会を立ち上げまして、現在関係区長様、関係土地改良区理事様を交え

て検討中でございます。２５年度内には方針を決定をし、事業化に向けた取り組み

を始めたいというふうに考えております。 

地籍調査事業につきましても年度計画に基づき、大野地区の一筆調査事業を実施

をいたします。 

 商工業振興策といたしましては、昨年から始めました住宅リフォーム促進事業に

取り組み、中小建設業者の支援と町内商工業者の振興を図ってまいります。昨年の

実績を踏まえました予算の計上となっております。 

 ネット通販販路拡大事業、地域資源活用特産品開発販路拡大事業を販売戦略商工

会補助金として継続して補助金を交付をいたします。また、経営革新等推進特別事

業の取り組みにつきましては、企業数を倍増いたしまして、雇用の確保、商工会活

動の支援と商工業者の経営革新を支援してまいりたいというふうに思っておりま

す。 

 プレミア付き商品券の発行につきましても継続をして実施をいたします。町内に

おける購買力の向上を目指すところであります。宮原地区中心市街地再整備につき

ましては、民間活力を最大限に活用するとともに、必要な環境の整備を行ってまい

ります。企業誘致活動につきましても、今積極的に誘致活動を行っているところで

あります。県企業立地課と連携を図りながらその実現に向け、さらに積極的に活動

を展開してまいりたいというふうに思っております。 

 立神峡公園、まちつくり酒屋、竜北公園につきましては、せっかくの町の資源で

ございます。ツーリズム事業の一つの資源として、これからも相互に連携をしなが

らその活用を図りたいと思っております。 

あわせまして、新たな事業として氷川町フットパスづくり事業に取り組みをい

たしまして、新たな観光資源の創出を目指したいというふうに思っております。 

梨マラソン大会やヘラブナ釣り大会、各種イベントにつきましても参加者を増

やす工夫をしつつ開催をし、地域経済の活性化に役立ててまいりたいというふうに

思います。 

 ２点目に、安心して暮らせる福祉の町づくりであります。生活の安定は健康づく

りという視点から疾病の早期発見、早期治療をさらに促進をし、町民の皆様方の健

康増進と医療費の抑制を図るために、健診事業をさらに強化・推進をしてまいりま

す。昨年から始めました枠を拡大いたしました人間ドックにつきましても、本年度

も４０歳、５０歳、６０歳を対象といたします。あわせて乳がん検診、大腸がん検

診、女性を対象といたしました子宮がん検診の無料化につきましても、対象者数枠

を増員をして実施をしてまいりたいというふうに考えております。 
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 少子化及び定住促進対策といたしまして、継続して医療費の無料化を中学校３年

生までを対象年齢といたします。助成の方法を少し変えたいというふうに思ってお

ります。これまで申請償還払い、いわゆる病院でお金を払って領収書をいただい

て、それを役場の窓口に持って来て償還払いをいたしておりましたが、直接医療機

関での窓口での現物給付という方法に変えたいと思っております。窓口で無料化に

なるということでございまして、利用者の皆様方の利便性それから効率性の向上に

つながるものというふうに考えております。予防接種につきましても１歳から１５

歳までの対象を継続して実施をいたします。 

 また、子育て世代の母親の精神的、身体的負担を軽減するために行っておりま

す、産前産後ホームヘルプ事業を継続して実施をいたしますとともに、未熟児養育

医療給付事業を新たに創出をして支援をしてまいります。 

 また、子ども子育て支援計画策定に向けたニーズ調査を実施をいたします。これ

は今後のいわゆる保育園あるいは幼稚園、そういった経営に対します今後の計画を

町として方針を立てなくてはなりません。それにあわせましてニーズ調査をまず行

わせていただきたいというふうに思っております。 

 高齢者及び障害者福祉対策といたしましては、いきいきサロン事業、食の自立支

援事業、高齢者及び障害者住宅改造助成事業を継続して実施をするとともに、新た

に障害者自動車運転免許取得車両改造助成事業並びに難聴児補聴器購入助成事業を

新たに取り組むことといたしました。特にいきいきサロン事業につきましては、町

内全地区での実施を目指した３カ年計画の最終年度でございます。全地区の立ち上

げを目標として積極的に推進をしてまいりたいというふうに思っております。 

 役場本庁舎、文化センター、健康センターの障害者用駐車場に屋根付きカーポー

トを設置をし、雨天時におきます利便性の向上を図りたいというふうに思っており

ます。 

 昨年度、策定をいたしました氷川町国民健康保険財政健全化計画に基づき、国民

健康保険事業の円滑な運営につきましても、その運営の円滑化を図ってまいりたい

というふうに思います。 

 町社会福祉協議会の地域福祉計画及び組織改革計画の見直し作業を現在行ってお

ります。その計画を踏まえました町社会福祉協議会との連携、あるいは地域を地域

で支える福祉のまちづくり、そういった確固たる組織あるいは方法、そういったも

のを皆様方とともにご意見を聞きながらつくり上げてまいりたいというふうに思っ

ているところであります。 

 医療費の抑制と疾病を予防するためには、先ほど言いました住民健診の健診率の

向上、あわせまして食の部分から皆様方の健康を守るという観点で管理栄養士を継
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続して雇用し、活用してまいります。保健予防活動を充実・強化してまいりたいと

いうふうに思っているところであります。 

 ３点目に、人を育む教育の振興であります。これまでどおり、それぞれ学校施設

の耐震補強改造工事を計画的に実施をしてまいります。２５年度は氷川中学校の校

舎及び竜北中学校の体育館の耐震補強大規模改造工事を実施をいたします。 

また、平成２６年度に施工予定であります竜北西部小学校特別教室校舎及び竜北

中学校校舎の耐震補強大規模改造の実施設計を本年度策定をいたしたいというふう

に思っております。 

全小中学校における要支援児童生徒への教育支援を行う要支援児童生徒教育支援

事業、地域ぐるみでの学校運営を支援します学校支援地域本部事業につきまして

も、これまでどおり取り組みを行いまして、さらに充実を図り取り組んでまいりた

いというふうに思っております。 

 学校給食調理場のトイレそれからシンクの改修工事を行いたいと思っておりま

す。衛生面の向上を図る目的であります。また、各学校の図書購入費の金額を増額

をいたしております。これまでの１.５倍の額相当の増額を行っております。それ

ぞれ学校の図書の購入に充てていただきたいというように思います。 

 また、学校施設の整備、修繕あるいは備品の購入につきましては、学校現場の要

望を尊重した予算の計上といたしております。 

 八火図書館の整備につきましては、既存の宮原振興局新館の改造工事それから本

館の解体工事を２５年度で実施をいたします。新たに建設をいたします八火図書館

の実施設計につきましても２５年度で策定の予定であります。図書館本体は２６年

度施工という計画であります。 

 総合型地域スポーツクラブひかわスポーツクラブが発足をいたしましてもう３年

目となります。それぞれ組織の強化が今行われておりますけども、今後も会員の拡

大を目指しまして取り組みの種目をさらに２種目を増やし、１２種目を実施をいた

します。あわせまして町体育協会との連携を図りながら、社会体育及び文化の振興

につなげてまいりたいというふうに思っております。 

 ４点目は、安全で快適な生活環境の町づくりであります。 

地域環境への負荷軽減による自然と共生する町づくりを目指しまして、現在行っ

ております太陽光発電施設等の助成につきましては、積極的に来年度もその普及を

進めてまいりたいというふうに思っております。今年導入が少のうございました今

年度、やっぱりそれなりの原因があるのかなと思っておりますが、そういったとこ

ろにつきましてはどうぞ皆様方のご意見をいただきながら、この助成の方法等につ

きましてもさらに精査をすべきかなというふうに思っております。 
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 電気式の生ごみ処理機購入助成につきましても、来年度も実施をいたします。今

年度少のうございました。しかしこのことは、生ごみの減量化には大いに役立つ事

業だろうと思っておりますし、それぞれの購入者の皆様方のご負担もございます

が、ごみの減量化という面ではですね、ぜひ皆様からのご支援もいただきたいとい

うふうに思っております。 

また、ここ一昨年から問題となっております八代市が建設予定の新たな環境セン

ターでの広域のごみ処理問題につきましても、現在、氷川町、八代市、八代生活環

境事務組合三者による協議を進めているところであります。さらに協議を重ねてま

いりたいというふうに思っております。 

 防災防犯対策といたしましては、災害用備蓄品が現在、氷川町においては皆無の

状態であります。したがいまして、学校給食調理場北側にあります現在の体育倉庫

を解体をし、新たに備蓄倉庫の建設を図るべく現在その事務を進めているところで

あります。これにつきましても、国・県の補助事業等、交付金事業等採択を受けま

して進めてまいりたいと思っております。その折にはまた皆様方にお願いをいたし

たいというふうに思います。 

消防団及び自主防災組織を核といたしました地域防災体制のさらなる充実、また

地域ぐるみで見守る防犯体制の確立を図ってまいります。特に消防団につきまして

は、団員の確保が現在課題となっております。６３９名の団員を確保すべく、それ

ぞれ地域の皆様方にもお願いをしてまいりたいと思っております。どうぞ議員各位

のご支援もいただきたいというように思います。あわせまして、消防団組織の再編

の是非につきましてもそろそろ検討する時期に来ているのかなと思っております。

あわせまして検討を始めさせていただきたいというように思います。 

 下水道事業につきましても、計画に沿って計画的に促進をしてまいります。あわ

せまして宮原処理区の施設につきましてもかなり老朽化が進んでおります。今後の

あり方につきまして、今年度で八代北部流域下水道への編入も視野に入れた調査を

行いました。調査結果も出ております。そういった八代北部流域下水道への編入を

視野に入れた検討も今後進めてまいりたいというふうに思っております。集落内の

道路及び排水路につきましても、本年度同様、町が策定をいたしました基本計画、

それからそれぞれ各地区からの要望、その整合性を図りつつ、国・県の事業を積極

的に活用しながら優先順位をつけて整備を行ってまいりたいと思っております。 

 町が管理をいたします既存の橋りょうにつきましては、平成２４年度で長寿命化

修繕計画を策定をいたしましたので、その計画に基づく来年度以降の整備に向けた

準備を進めてまいりたいというふうに思っております。 

 町内の住宅建物等の安全性の確保と耐震性の向上を図るために平成２４年度で住
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宅建築物耐震改修促進計画を策定をいたしましたので、個別の住宅耐震診断事業、

アスベスト調査分析事業につきまして予算を計上したところであります。今後要望

を取りながら進めてまいります。また、公営住宅等長寿命化計画につきましても本

年度計画を策定をいたしました。その計画に基づき、今後どのような形で整備を進

めていくかと、その整備に向けた準備を２５年度で図ってまいりたいと思っており

ます。 

 宇城市、ネクスコ西日本との共同事業でありますスマートインターチェンジ事業

につきましては、財源の確保を図りつつ、いわゆる来年度末２５年度末の完成に向

けて、今全力を傾注をして取り組んでいるところでありまして、今後も全力を傾注

して取り組んでまいります。 

 最後に、住民自治を支える行政運営の推進であります。行政運営には必要性、計

画性、実行性、継続性、創造性が重要と考えております。第一次氷川町総合振興計

画の後期５年間の計画の策定、地区別計画の見直し作業が完了いたしましたので、

それぞれの計画を基本に行政運営を進めてまいります。住民主役の町づくりを進め

ていく上では、やはり町民の皆様との対話と協調が重要であります。本年度も町政

懇談会を開催をし、皆様方のご意見を賜りたいと思っております。また、情報はお

互いに正確な情報を共有する必要がございます。情報の発信につきましても、これ

まで以上に進めてまいりたいというふうに思います。 

堅実な行財政運営を行うためには、行財政改革も必要でございます。改革プラン

に沿った改革を今後も進めてまいります。ただプランができましてもう既に長い年

月が経っております。やはり改革プランの見直しも必要であるのかなというように

思っておりますので、プランの見直しをしつつ必要な改革を進めるという姿勢で臨

んでまいります。 

自主財源を確保することは行政運営をする上では大変重要なことでございます。

特に税の徴収につきましては、これまでも力を入れてまいりましたが、今後も力を

入れてまいりたいというように思っております。税の滞納処理及び収納の効率化を

図るため、滞納整理支援システムを導入をし、収納率の向上を目指してまいりま

す。さらに効率のよい、機能的な行政組織とするため、役場の機構の改革、職員の

能力の開発にも全力を尽くしてまいりたいというふうに思います。 

友好町であります大空町との友好関係につきましては言うまでもなく、これまで

どおりそれぞれ人の交流、物の交流をさらに活発化をさせまして、友好のきずなを

深めてまいりたいというふうに考えております。 

 以上、５つのまちづくり戦略を平成２５年度の町政運営の基本方針としまして、

私が掲げております安心して暮らせ、幸せを実感できる氷川町の創造を目指しまし
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て、全身全霊を傾注をし、危機感と緊張感を持って取り組んでまいる所存でござい

ますので、議員各位をはじめ町民の皆様方にもより一層のご理解とご協力をお願い

する次第であります。 

 さて、本定例会に提案をいたしておりますのは承認１件、条例の制定その他１７

件、平成２４年度一般会計及び特別会計補正予算６件、平成２５年度一般会計及び

特別会計予算６件、諮問３件でございます。 

 承認第１号は、熊本県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及

び規約の一部変更につきまして、同文議決の必要があり急を要しましたので、本年

２月１９日付で地方自治法第１７９条第１項の規定により、専決処分をいたしまし

たので報告をし、承認を求めるものでございます。 

議案第１号は、氷川町ふるさと振興基金条例の制定であります。八代広域行政事

務組合のふるさと市町村圏振興基金事務の廃止に伴い、返還される基金につきまし

て、氷川町総合振興計画に定められた観光開発、人材育成活用、地場産業振興の事

業に要する経費の財源に充てるため、関係条例を制定するものでございます。 

 議案第２号は、氷川町指定地域密着型サービス事業の人員、設備及び運営に関す

る基準を定める条例の制定でありまして、権限移譲に伴います新たな法律の施行に

よる介護保険法の改正に伴い、関係条例の制定をするものでございます。 

 議案第３号は、氷川町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営並び

に指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に

関する基準を定める条例の制定でありまして、これも新たな法律の施行によります

介護保険法の改正に伴い、関係条例を制定するものでございます。 

   議案第４号も、氷川町指定地域密着型サービス事業等の指定に関する基準を定め

る条例の制定でありまして、同様に新たな法律の施行による介護保険法の改正に伴

い、関係条例を制定するものであります。 

 議案第５号につきましては、氷川町新型インフルエンザ等対策本部条例の制定で

あります。新型インフルエンザ等対策特別措置法の規定に基づき、関係条例を制定

するものであります。 

   議案第６号は、氷川町町道の構造の技術的基準を定める条例の制定でありまし

て、これも新たな法律の施行による道路法の一部改正によりまして、関係条例を制

定するものであります。 

 議案第７号は、氷川町が管理する町道に設ける道路標識の寸法を定める条例の制

定でありまして、新たな法律の施行による道路法の一部改正に伴い、関係条例を制

定するものであります。 

 議案第８号は、氷川町準用河川管理施設等の構造の技術的基準を定める条例の制
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定でありまして、これもまた新たな法律の施行による河川法等の一部改正に伴い、

関係条例を制定するものであります。 

 議案第９号は、氷川町移動等の円滑化のために必要な道路の構造基準を定める条

例の制定でありまして、新たな法律の施行による高齢者障害者等の移動等の円滑化

の促進に関する法律の一部改正に伴い、関係条例を制定するものであります。 

 議案第１０号は、氷川町公共下水道の構造の技術上の基準等に関する条例の制定

でありまして、これも新たな法律の施行による下水道法の一部改正に伴い、関係条

例を制定するものでございます。 

議案第１１号は、固定資産税の減免規定を見直すことに伴い、氷川町税条例の一

部を改正するものであります。 

議案第１２号は、児童医療費の助成方法を現物給付に変更することに伴い、氷川

町児童医療費助成に関する条例の一部を改正するものであります。 

議案第１３号は、法律の名称変更に伴い、氷川町障害者介護認定審査会の委員の

定数を定める条例の一部を改正するものであります。 

議案第１４号も、法律の名称改正に伴い、氷川町重度心身障害者医療費助成に関

する条例の一部を改正するものでございます。 

議案第１５号は、新たな法律の施行により公営住宅法等の一部改正に伴い、氷川

町営住宅条例の一部を改正するものでございます。 

議案第１６号は、宅地開発基金を廃止するため、氷川町宅地開発基金条例を廃止

するものでございます。 

議案第１７号から議案第２２号までは、平成２４年度一般会計及び特別会計補正

予算でありまして、一般会計及び特別会計ともにそれぞれ過不足が生じております

ので、補正をお願いするものでございます。なお、一般会計補正予算（第６号）に

おきましての増額補正につきましては、国の補正予算に伴う農林水産業費の農業体

質強化基盤整備促進事業、農業水利施設保全合理化事業、農業基盤整備促進事業並

びに教育費の竜北中学校体育館耐震補強大規模改造事業に係る予算計上分でござい

ます。 

議案第２３号は、平成２５年度氷川町一般会計予算でありまして、歳入歳出の総

額をそれぞれ６０億５,０７４万６,０００円とするものであります。 

 歳入面では固定資産税の伸びが見込めるため、町税が前年度より約１,０００万

円の増額、不透明な地方交付税は前年度並み、地方贈与税と地方特例交付金は若干

の減少と見込みました。国県支出金は事業量の増大による約３億７,５００万円の

増額を見込み、町債はほぼ前年度並みの３億９,７００万円といたしました。 

 全体の補填として財政調整基金から繰り入れを前年度とほぼ同額の３億９００万
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円としたところであります。 

歳出では総務費で前年度より約１億５,７００万円の増額でありまして、宮原振

興局新館の改修及び本館解体に伴うものであります。民生費で前年度より約７,４

００万円の増額であります。介護基盤緊急整備特別対策事業、施設開設準備経費補

助事業、介護保険繰出金及び障害者の自立支援事業に係るものであります。農林水

産業費で前年度より約９,５００万円の増額でありまして、国・県の事業を活用し

た事業量の伸びに伴うものであります。土木費で前年度より約１億２,３００万円

の増加であります。道路維持、修繕、新設改良費、スマートインターチェンジ事業

に伴うものであります。議会費、商工費、教育費及び公債費も前年度より若干の増

額であります。一方、それぞれ前年度に比べ、衛生費で７,６００万円の減額、消

防費で１,２００万円の減額といたしました。 

 歳入の主な予算は、町税の８億４,９８３万９,０００円、地方交付税２７億２,

０００万円、国庫支出金７億７,８６５万５,０００円、県支出金５億２,５３９万

円、繰入金３億９６６万６,０００円、町債の３億９,７００万円でございます。 

 歳出の主な予算は、総務費１３億７,２７１万５,０００円、民生費１２億６,９

８１万８,０００円、衛生費９億５５４万１,０００円、土木費９億３,７５１万８,

０００円、公債費５億４,９９３万５,０００円でございまして、対前年比７.２％

の伸びでございます。 

 議案第２４号は、平成２５年度氷川町国民健康保険特別会計予算でありまして、

歳入歳出総額それぞれ１９億８,１３９万１,０００円とするものでございます。 

 歳入の主な予算といたしまして、国民健康保険税４億４,９２７万２,０００円、

国庫支出金５億５,４０３万６,０００円、前期高齢者交付金３億３,０９２万１,０

００円、繰入金１億６,２０９万９,０００円であります。 

 歳出の主な予算は、保険給付費１３億１,０７５万３,０００円、後期高齢者支援

金等２億６,０２４万９,０００円、共同事業拠出金２億４,６９８万７,０００円

で、対前年度比０.５％の減少であります。 

 議案第２５号は、平成２５年度氷川町後期高齢者医療特別会計予算であります。

歳入歳出総額それぞれ１億５,２７８万４,０００円とするものであります。 

 歳入の主な予算といたしまして、後期高齢者医療保険料１億４６２万８,０００

円でございます。繰入金４,４４７万５,０００円で、歳出の主な予算は、後期高齢

者医療広域連合納付金１億４,８８５万円でございます。対前年比３.１％の伸びで

ございます。 

 議案第２６号は、平成２５年度氷川町介護保険特別会計予算でありまして、歳入

歳出総額それぞれ１３億６,４２２万８,０００円とするものであります。 
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 歳入の主な予算といたしまして保険料２億２,８６５万１,０００円、国庫支出金

３億６,２１３万１,０００円、支払基金交付金３億８,０３８万６,０００円、歳出

の主な予算は保険給付費１３億１,０６２万７,０００円でございます。対前年度比

８.８％の伸びでございます。 

 議案第２７号は、平成２５年度氷川町下水道事業特別会計予算であります。歳入

歳出総額それぞれ７億７,２６９万４,０００円とするものでございます。 

 歳入の主な予算といたしまして使用料及び手数料１億１,２３３万２,０００円、

国庫支出金１億４,９８０万円、繰入金３億１,８３４万１,０００円、町債１億６,

８５０万円で、歳出の主な予算は公共下水道事業費４億９,６０６万８,０００円、

公債費２億７,３６７万円でございます。対前年度比８.２％の減少であります。 

 議案第２８号は、平成２５年度氷川町宅地開発事業特別会計予算でありまして、

歳入歳出総額それぞれ３,９２４万２,０００円とするものであります。 

 歳入の主な予算は繰入金３,９１５万８,０００円、歳出の主な予算は公債費３,

８８０万９,０００円でございます。対前年度比２.３％の減少でございます。 

 議案第２９号は、第一次氷川町総合振興計画（基本計画）の変更についてであり

まして、地方自治法の規定により、議会の議決すべき事件を定める条例第２条第２

項の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 諮問第１号から第３号は、人権擁護委員候補者の推薦について議会の意見を求め

るものでございます。 

 以上、簡単に説明を申し上げましたが、具体的な内容につきましては担当課長に

説明をさせますので、よろしくご審議をいただき、円満なご決定をいただきますよ

うお願いを申し上げまして、施政方針並びに提案理由の説明とさせていただきま

す。 

○議長（笠原良一君） １０分間休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時１５分 

再開 午前１１時２５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（笠原良一君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 これから承認第１号から諮問第３号まで一括で関係課長の説明を求めます。要点

を踏まえ簡潔に説明を願います。 

 総務課長。 

○総務課長（河崎澄男君） それでは議案書をご覧いただきたいと思います。 

承認第１号、専決処分の報告及び承認について。 
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地方自治法第１７９条第１項の規定により専決処分した事件について、同条第

３項の規定により別紙のとおり報告し、承認を求めます。 

 １ページめくっていただきまして、これは熊本県市町村総合事務組合を組織する

地方公共団体の数の減少及び規約の一部変更についてでございます。これにつきま

しては、平成２５年２月１９日に専決処分としております。 

変更内容は、熊本県市町村総合事務組合の構成団体であります益城町及び御船町

中小学校組合及び川辺川総合土地改良事業組合が平成２５年３月３１日をもって解

散し、同日限りで組合から脱退するために組合規約の一部を変更するものでありま

す。 

次に、議案第１号、氷川町ふるさと振興基金条例の制定についてです。 

氷川町ふるさと振興基金条例を別紙のとおり制定するため、地方自治法第９６条

第１項の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

八代広域行政事務組合のふるさと市町村圏振興基金事務の廃止に伴い、返還され

る基金について、観光開発に関する事業、人材育成活用に関する事業、または地場

産業振興に関する事業に要する経費の財源に充てるため、地方自治法の規定により

条例を制定するものです。 

この条例は公布の日から施行する。 

次に、議案第２号、３号、４号、６号、７号、８号、９号、１０号、１５号につ

きましては、地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係

法律の整備に関する法律の制定により、施設公物の設置管理基準の見直しについて

は、これまで国の法令で定めていた基準のいくつかが地方公共団体の条例へ委任さ

れることになりました。このことを受けて先ほど申し上げました９つの議案におけ

る条例を制定する必要があり、今議会に上程するものでございます。 

まず、議案第２号、氷川町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営

に関する基準を定める条例の制定について。 

本条例を別紙のとおり制定するため、地方自治法第９６条第１項の規定により議

会の議決を求める。 

これは先ほど申し上げました国からの委任に伴うところでの条例の制定です。 

本条例は地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法

律の整備に関する法律による指定地域密着型サービスの事業に係る介護保険法の改

正に伴い、指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定

める必要があるため制定するものであります。 

この条例は、平成２５年４月１日から施行する。 

議案第３号、氷川町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運
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営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の

方法に関する基準を定める条例の制定について。 

本条例を別紙のとおり制定するため、地方自治法第９６条第１項の規定により議

会の議決を求める。 

この条例は、先ほど述べました改革推進関係法律の整備に関する法律による介護

保険法の改正に伴い、指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運

営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の

方法に関する基準を定める必要があるため、制定するものでございます。 

この条例は、平成２５年４月１日から施行する。 

議案第４号、氷川町指定地域密着型サービス事業者等の指定に関する基準を定め

る条例の制定について。 

本条例を別紙のとおり制定するため、地方自治法第９６条第１項の規定により議

会の議決を求める。 

この条例は、先ほど述べました改革関係法律の整備に関する法律による介護保険

法の改正に伴い、指定地域密着型サービスの事業者等の指定に関する基準を定める

必要があるため、制定するものであります。 

この条例は、平成２５年４月１日から施行する。 

議案第５号、氷川町新型インフルエンザ等対策本部条例の制定について。 

本条例を別紙のとおり制定するため、地方自治法第９６条第１項の規定により議

会の議決を求める。 

この条例は、法の規定に基づき、氷川町新型インフルエンザ等対策本部に関し、

必要な事項を定めることを目的に条例を制定するものです。 

この条例は、新型インフルエンザ等対策特別措置法の施行の日から施行する。 

続きまして、議案第６号、氷川町町道の構造の技術的基準を定める条例の制定に

ついて。 

本条例を別紙のとおり制定するため、地方自治法第９６条第１項の規定により議

会の議決を求める。 

この条例は、先ほど述べました改革推進関係法律の整備に関する法律による道路

法の一部改正に伴い、町道を新設しまたは改築する場合における町道の構造の一般

的技術基準を定める必要があるため、制定するものでございます。 

この条例は、平成２５年４月１日から施行する。 

議案第７号、氷川町が管理する町道に設ける道路標識の寸法を定める条例の制定

について。 

本条例を別紙のとおり制定するため、地方自治法第９６条第１項の規定により議
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会の議決を求める。 

この条例は、先ほど述べました改革推進関係法律の整備に関する法律による道路

法の一部改正に伴い、氷川町が管理する道路に設ける道路標識の寸法を定める必要

があるため、制定するものであります。 

この条例は、平成２５年４月１日から施行する。 

議案第８号、氷川町準用河川管理施設等の構造の技術的基準を定める条例の制定

について。 

本条例を別紙のとおり制定するため、地方自治法第９６条第１項の規定により議

会の議決を求める。 

この条例は、先ほど述べました改革推進関係法律の整備に関する法律による河川

法等の一部改正に伴い、氷川町が管理する準用河川の河川管理施設または工作物の

うち、堤防その他の主要なものの構造について河川管理上必要とされる一般的技術

的基準を定める必要があるため、制定するものであります。 

この条例は、平成２５年４月１日から施行する。 

議案第９号、氷川町移動等の円滑化のために必要な道路の構造の基準を定める条

例の制定について。 

本条例を別紙のとおり制定するため、地方自治法第９６条第１項の規定により議

会の議決を求める。 

この条例は、先に述べました改革推進関係法律の整備に関する法律による高齢

者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律の一部改正に伴い、本町が管理

する町道に係る道路移動等円滑化基準を定める必要があるため、制定するものであ

ります。 

この条例は、平成２５年４月１日から施行する。 

議案第１０号、氷川町公共下水道の構造の技術上の基準等に関する条例の制定

について。 

本条例を別紙のとおり制定するため、地方自治法第９６条第１項の規定により議

会の議決を求める。 

この条例は、先ほどから述べておりますように、改革推進関係法律の整備に関す

る法律による下水道法の一部改正に伴い、これまで国の基準で全国一律に定められ

ていた公共下水道施設の構造の技術上の基準及び終末処理場の維持管理の基準につ

いて、それぞれ政令で定める基準を参酌して地方自治体が条例で定めることとなっ

たため、新たに条例を制定するものであります。 

この条例は、平成２５年４月１日から施行する。 

議案第１１号、氷川町税条例の一部を改正する条例について。 
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氷川町税条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定するため、地方自治法第

９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

これは、固定資産税の減免規定に１号を加えたものでございます。 

この条例は、公布の日から施行する。 

議案第１２号、氷川町児童医療費助成に関する条例の一部を改正する条例につ

いて。 

氷川町児童医療費助成に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定す

るため、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

これは、児童医療費助成の助成方法を現物給付に変更することに伴い、条例の一

部を改正するものでございます。 

この条例は、平成２５年４月１日から施行する。 

議案第１３号、氷川町障害者介護認定審査会の委員の定数を定める条例の一部

を改正する条例について。 

本条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定するため、地方自治法第９６条

第１項の規定により議会の議決を求める。 

これは、平成２５年４月から障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援する

ための法律が施行することに伴い、現在の障害者自立支援法の名称の変更がなされ

るため、条例の一部を改正するものです。 

この条例は、平成２５年４月１日から施行する。 

議案第１４号、氷川町重度心身障がい者医療費助成に関する条例の一部を改正

する条例について。 

本条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定するため、地方自治法第９６条

第１項の規定により議会の議決を求める。 

これは、平成２５年４月から障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援する

ための法律が施行することに伴い、現在の障害者自立支援法の名称等の変更がなさ

れるため、条例の一部を改正するものです。 

この条例は、平成２５年４月１日から施行する。 

議案第１５号、氷川町営住宅条例の一部を改正する条例について。 

本条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定するため、地方自治法第９６条

第１項の規定により議会の議決を求める。 

この条例は、先に述べました改革推進関係法律の整備に関する法律による公営住

宅法等の一部改正に伴い、町営住宅の整備基準等を定める必要があるため、条例の

一部を改正するものでございます。 

この条例は、平成２５年４月１日から施行する。 
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続きまして議案第１６号、氷川町宅地開発基金条例を廃止する条例について。 

氷川町宅地開発基金条例（平成１７年氷川町条例第５４号）を廃止する条例を別

紙のとおり制定するため、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求

める。 

これは、有佐駅前団地第２期分譲地の完売と現在宅地開発の計画がなく、また基

金残高が１万１,０００円余りと少額で、会計監査で適切な基金のあり方について

検討するよう指摘があったことを受けまして、十分検討した上で基金を廃止するこ

ととし、廃止する条例を上程するものでございます。 

この条例は、平成２５年４月１日から施行する。 

以上、条例制定及び改正につきましての説明を終わります。 

○議長（笠原良一君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（平 逸郎君） 議案第１７号につきましてご説明いたします。 

平成２４年度氷川町一般会計補正予算（第６号）について。 

本補正予算第６号を別紙のとおり定めるため、地方自治法第９６条第１項の規定

により、議会の議決を求めるものでございます。 

まず開けていただきまして、１ページ、第１条、歳入歳出の総額に歳入歳出それ

ぞれ６億５,０３４万５,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞ

れ６６億７,０８８万２,０００円とする補正予算であります。 

あらかじめお断りしておきたいと思いますが、増減額の大きな項目、新規の事業

等を中心に説明いたしますのでご了承を願います。 

 まず、繰越明許費からご説明いたします。６ページをご覧ください。２５款、農

林水産業費、農業体質強化基盤整備促進事業、農業水利施設保全合理化事業、農業

基盤整備促進事業の合計４億２,５２２万円につきましては、国の補正予算第１号

によるもので、事業執行期間がないために繰り越すものです。なお、竜北中体育館

耐震補強・大規模改造事業２億４,４４６万９,０００円も同様の理由で繰り越しを

いたします。３５款、土木費、町道吉本本山線改良事業２億４,５５０万８,０００

円につきましては、工事請負費公有財産購入費等で関係機関との調整の遅れ、用地

の相続整理、土地境界の確認等に期間を要し、年度内完了が見込めないために繰り

越すものです。 

次に歳入を説明いたします。１０ページ。５、１０、５、５節、現年課税分１,

６６０万円は、九州新幹線の構造物の償却資産分となります。 

１４ページ、４５、５、５、５節、地方交付税１億５,４２３万１,０００円

は、交付税の決定額によるものです。同ページ、５５、５，５、５節、農業費分担

金３,５４０万円は農業体質強化基盤整備促進事業分担金として、客土事業にて５



 － 34 －

０％、水路改修事業で５％の分担金が発生します。 

１８ページ、６５、１０、５、５節、総務費補助金、地域の元気臨時交付金１,

４４８万円は、国の補正予算によるもので、農業水利施設保全及び基盤整備事業分

です。２０目、農林水産業費国庫補助金、５節、農業費補助金３億２,８１０万円

は、農業体質強化基盤整備促進事業補助金等で３０ヘクタールの客土及び１７０ヘ

クタールの暗渠排水工事分です。 

１９ページ、６５、１０、３５、１３節、学校教育補助金７,０１３万５,００

０円は、竜北中体育館の耐震大規模改修事業分です。 

２４ページ、７５、１０、１５、５節、有価証券等売払収入は八代広域行政事

務組合の解散により、以前出資しておりました八代ふるさと市町村圏基金出資金１

億９８７万２,０００円分です。同ページ、８５、１０、５、５節、財政調整基金

繰入金２億３,０００万円の減額は、基金の取り崩しを予定しておりましたが、交

付税やその他収入の増額があり、基金を取り崩す必要がなくなりました。 

２５ページ、９５、２０、５、５節、雑入、八代ふるさと市町村圏基金精算金

（熊本県出資分）１,２２０万８,０００円は、熊本県が出資しておりました１億円

を振興基金として運用することで、町に助成することとなりました。３月議会で、

本議会でふるさと振興基金条例を制定し、基金として積み立てを予定しておりま

す。 

２６ページ、９９、５、２０、１５節、合併特例債４,３６０万円の減額は、町

道吉本本山線改良事業分です。教育債、１０節、合併特例債３,５３０万円及び１

５節、緊急防災・減災事業債１億２,１２０万円は、竜北中体育館耐震補強・大規

模改造事業分です。 

以上で、歳入についての説明を終わります。続きまして、歳出につきましてご

説明をいたします。 

 ２７ページをご覧ください。１０、５、５、２節、給料１,７８８万８,０００円

の減額につきましては、副町長の給料分と職員の育児休業分です。 

２９ページ、１９節、負担金補助及び交付金５６１万３,０００円の増額は、熊

本県派遣職員負担金等によるものです。 

３０ページ、１７節、公有財産購入費６,６５６万９,０００円の増額は、土地開

発基金の財産になっております１６件の用地について、一般財源で買い戻し、行政

財産とするものです。今回、八代ふるさと市町村圏基金出資金１億９８７万２,０

００円分が戻ってまいりますので、それを財源として充てて残金は財政調整基金に

積み立てを予定しております。 

３５ページ、５０目、財政調整基金費、２５節、積立金は、９,７０２万円を基
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金に積み立てを予定しております。同ページ、下から２段目、９０目、ふるさと振

興基金費、２５節、積立金は、１,２２０万８,０００円をふるさと振興基金に積み

立てます。 

４２ページ、２０節、扶助費１,５８５万円の増額は、給付費事業の実績による

減額と障害福祉サービス費等の増額によるものです。 

５０ページ、１９節、負担金及び交付金１,５５６万２,０００円の減額は、農業

機械や設備等の実績、青年就農給付金や農地集約等の実績によるものです。 

５１ページ、１５節、工事請負費１億３,２７０万円は、農業体質強化基盤整備

促進事業費として客土工事３０ヘクタール、排水路改修工事、氷川大堰周辺の護岸

のフェンス改修工事等です。同ページ、１９節、負担金及び交付金２億６,３７４

万７,０００円の主なものは、５２ページの上から４段目にあります氷川土地改良

区補助金として、暗渠排水工事１７０ヘクタール分と区画拡大工事に伴うもので

す。 

５６ページ、１３節、委託料１,１１７万２,０００円の減額は、町道吉本本山線

道路改良事業に伴う設計委託料、文化財調査委託料の執行残です。１７節、公有財

産購入費１,９３２万８,０００円の減額も主なものは、町道吉本本山線道路改良事

業に伴うものです。 

６２ページ、１５節、工事請負費２億３,８９２万３,０００円の増額は、竜北中

体育館耐震補強・大規模改造工事分です。 

６７ページ、給料費明細書以降につきましては説明を省略いたします。 

 以上で、一般会計補正予算についての説明を終わります。 

○議長（笠原良一君） これで終わります。休憩します。昼から１時半でいいですか

ね。よろしくお願いします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時５０分 

再開 午後 １時３０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（笠原良一君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山下 剛君） 議案第１８号、平成２４年度氷川町国民健康保険特別

会計補正予算（第３号）についてご説明いたします。 

 次のページをお願いいたします。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５,０３９万７,０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２０億６,１０５万９,０００円とする
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補正であります。主な理由は、保険給付費が当初予算より伸びておりまして、それ

により増額補正をするものです。 

 続きまして、議案第１９号、平成２４年度氷川町後期高齢者医療特別会計補正予

算（第１号）についてご説明いたします。 

 次のページをお願いいたします。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞ

れ４２万５,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億４,８

５２万１,０００円とする補正であります。主な理由としましては、広域連合納付

金が当初見込みより増額となるためです。 

 続きまして、議案第２０号、平成２４年度氷川町介護保険特別会計補正予算（第

３号）についてご説明いたします。 

 次のページをお願いいたします。第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それ

ぞれ９,５８４万９,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１

１億８,３９０万７,０００円とする補正であります。主な理由は、保険給付費が当

初見込みより減額となるためでございます。 

 以上です。 

○議長（笠原良一君） 建設下水道課長。 

○建設下水道課長（森田寿也君） それでは議案第２１号、平成２４年度氷川町下水道

事業特別会計補正予算（第２号）について説明いたします。 

 平成２４年度氷川町下水道事業特別会計補正予算（第２号）を別紙のとおり定め

るため、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでござい

ます。 

 予算書を開けていただきまして、１ページをご覧ください。第１条、歳入歳出予

算の総額に歳入歳出それぞれ５９４万１,０００円を減額し、歳入歳出それぞれ総

額８億２,３３９万４,０００円とする補正でございます。 

 まず、歳出の補正の主なものについてご説明申し上げます。７ページを開けてご

覧ください。５款、５項、公共下水道事業費、５目、総務管理費、２節、給料、３

節、職員手当等、４節、共済費につきましては、職員の給与関係でございます。職

員の異動に伴いまして４３３万円の減額補正。１０目、公共下水道維持費、１１

節、需用費の修繕料ではございますが、宮原浄化センターの建築物修繕料の執行残

による１１０万円の減額及び事業等の執行残による減額を合わせて歳出総額５９４

万１,０００円とする減額補正でございます。 

９ページから１０ページにかけまして、下水道職員の給与費の明細書を載せてい

ますので後でご覧ください。 

 続きまして、歳入のご説明をいたします。６ページを開けてください。２０款、
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繰入金、５項、５目の一般会計繰入金につきましては、下水道事業の歳出に伴う歳

入分の５５０万円の減額補正でございます。２５款、５項、５目の繰越金につきま

しては、下水道事業費の歳出見込みによります４４万１,０００円の減額補正で歳

入総額５９４万１,０００円の減額補正でございます。 

 以上で、議案第２１号、平成２４年度氷川町下水道事業特別会計補正予算（第２

号）の説明を終わります。 

 続きまして、議案第２２号、平成２４年度氷川町宅地開発事業特別会計補正予算

（第１号）につきまして説明いたします。 

 平成２４年度氷川町宅地開発事業特別会計補正予算（第１号）を別紙のとおり定

めるため、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでござ

います。 

 予算書を開けていただきまして、１ページをご覧ください。第１条、歳入歳出予

算の総額に歳入歳出それぞれ１,０００円を減額し、歳入歳出それぞれ総額４,０１

４万３,０００円とする補正でございます。 

 今回の補正につきましては、宅地開発基金の積立基金が１万１,３８５円と少額

であるため、基金の適切なあり方ではないのではと会計監査時に指摘がありました

ので、今回、基金積立条例を廃止いたしまして、基金の残額を取り崩すことによる

ものでございます。 

予算書の６ページから７ページをご覧ください。まず歳入では、１０款、繰入

金、３項、一般会計繰入金、５目、５節の一般会計繰入金を１万２,０００円の減

額補正及び５項、５目、５節の宅地開発基金繰入金へ収入として１万１,０００円

の補正をいたしまして、歳入総合計１,０００円の減額補正するものです。 

歳出では、５款、土木費、５項、住宅費、１０目、住宅開発基金、２５節、積立

金の１,０００円を減額するものでございます。 

以上で、議案第２２号、平成２４年度氷川町宅地開発事業特別会計補正予算（第

１号）の説明を終わります。 

以上です。 

○議長（笠原良一君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（平 逸郎君） 議案第２３号についてご説明いたします。 

 平成２５年度氷川町一般会計予算について、平成２５年度氷川町一般会計予算を

別紙のとおり定めるため、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求

めるものでございます。 

 ２枚開けていただきまして、１ページをご覧ください。第１条、歳入歳出の総額

は歳入歳出それぞれ６０億５,０７４万６,０００円とする。 
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 第２項、歳入歳出の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出

予算」による。 

 地方債第２条以降の説明は省きます。 

 まず歳入からご説明いたします。８ページの事項別明細書をご覧ください。 

 第５款、町税８億４,９８３万９,０００円を計上しております。前年比１,０４

６万９,０００円の増を見込んでおります。 

 第１０款、地方譲与税７,７００万円、前年比４００万円の減です。第１５款、

利子割交付金２００万円、前年同額です。第２０款、配当割交付金５０万円、前年

同額です。第２５款、株式等譲渡所得割交付金１０万円、前年同額です。第３０

款、地方消費税交付金８,５００万円、前年同額です。第３５款、自動車所得税交

付金１,０００万円、前年同額です。第４０款、地方特例交付金３００万円、前年

比３００万円の減です。第４５款、地方交付税２７億２,０００万円、前年同額で

す。第５０款、交通安全対策特別交付金２００万円、前年同額です。第５５款、分

担金及び負担金９,０２５万３,０００円、前年比１,６６８万２,０００円の増で

す。第６０款、使用料及び手数料９,０３０万６,０００円、前年度比６８万円の減

です。第６５款、国庫支出金７億７,８６５万５,０００円、前年比２億１,７６０

万５,０００円の増です。第７０款、県支出金５億２,５３９万円、前年比１億５,

７００万２,０００円の増です。第７５款、財産収入６０７万４,０００万円、前年

比５１万６,０００円の減です。第８０款、寄附金２０万円、前年同額です。第８

５款、繰入金３億９６６万６,０００円、前年度比７７８万円の増です。第９０

款、繰越金７,８０６万９,０００円、前年比４８５万９,０００円の減です。第９

５款、諸収入２,５６９万４,０００円、前年比３０万４,０００円の減です。第９

９款、町債３億９,７００万円、前年比８４０万円の増です。 

 次に、歳出につきましては、新規事業を中心に説明させていただきます。 

 まず、４１ページをご覧ください。１８節、備品購入費６８１万３,０００円に

つきましては、故障老朽化した非常用発電機の設置と障がい者用屋根付き駐車場の

設置分です。公共施設につきましては、見直しを行いまして、屋根付き駐車場は本

庁のほか文化センター、健康センターに整備予定です。 

４３ページ、１５節、工事請負費１億２,４００万円は、４４ページに記載して

おりますが、宮原振興局の新館部分の改修と本館の解体の工事費になります。 

５２ページ、第１３節、委託料、滞納整理支援システム委託料３２９万３,００

０円は、滞納整理の事務効率化を進めるために新たにシステムを導入するもので

す。 

５３ページ、第１３節、委託料については、戸籍副本データ管理システム構築委
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託料１８９万円、システム導入に伴うＬＡＮ設定委託料６３万円を計上しておりま

す。これは広域災害を想定し、バックアップ用に北海道に戸籍データを保管するも

のです。 

５５ページ、第２０項、選挙費、第１５目、町長及び町議会議員選挙費７８２万

４,０００円、次に５６ページ、第３５目、参議院議員選挙費９４２万円につきま

しては、本年度予定されます選挙に要する経費でございます。 

６３ページ、第１９節、負担金補助及び交付金、介護基盤緊急整備特別対策事業

補助金５,２５０万円及び施設開設準備経費補助金１,０８０万円が計上されており

ます。これは町内２カ所の介護施設整備に関して県費補助金を受けての事業になり

ます。同ページ、第２８節、繰出金、介護保険特別会計繰出金１億８,５８６万円

につきましては、前年比１,４１５万３,０００円の増加となっており、介護サービ

スの増加に伴い、一般会計からの繰り出しが増えております。 

７３ページ、第１０目、竜北福祉センター費２２０万４,０００円の減につきま

しては、灯油代を前年比２３０万円減額しております。これは２４年度にバーナー

の修繕により、熱効率が上がったことにより燃料消費が少なくなったためです。ま

た、修繕料としてポンプ類の交換、トイレの洋式化、家族風呂のエアコン改修等を

予定しております。 

７５ページ、第５目、保健衛生総務費５,１４２万５,０００円の減につきまして

は、７６ページにあります２８節、繰出金、国民健康保険特別会計への繰出金の減

額が主な理由です。 

８２ページ、第５目、塵芥処理費は、２,７５７万３,０００円の減となっており

ますが、これは生活環境事務組合負担金の減額によるものです。 

８４ページ、第１３節、委託料３７５万円につきましては、農振地区の見直しに

関する計画書の策定業務委託料です。同ページ、第１９節、負担金補助及び交付金

が前年より１億２,８００万円ほど増となっております。 

これは８５ページに記載しております献穀事業補助金３００万円、８６ページの

１段目にあります１００％県補助の青年就農給付金事業補助金２,２５０万円、農

地集積協力金事業費補助金２５０万円及び機械や設備の３割補助の経営体育成支援

事業補助金７,８００万円、そしてい業機械再生支援事業補助金９００万円が主な

理由です。 

８８ページ、第１５節、工事請負費、網道地区幹線排水路浚渫工事、農道有佐１

号線舗装工事を予定しております。 

９２ページ、第３５目、林業振興費、前年比１１５万３,０００円の増でありま

すが、これは鳥獣被害対策を強化するため、捕獲隊を編成し駆除を行うための経費
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が主な理由です。 

９３ページ、第５目、林業振興費、前年比１５９万６,０００円の増であります

が、これは水産資源回復基盤整備交付金事業として、あさりやはまぐりの漁場の耕

耘や稚貝をまくための補助金となります。 

９５ページ、第１３節、委託料、氷川町フットパスづくり事業委託１７８万３,

０００円は、県の緊急雇用事業として、町の自然、歴史、建造物等の景観を楽しみ

ながらウォーキングを行う新たな取り組みです。 

９９ページ、第１９節、負担金補助及び交付金で、戸建住宅耐震診断事業補助金

４０万円、アスベスト調査分析事業補助金５０万円を計上しております。これは耐

震やアスベスト調査に対して補助を行うものです。 

１００ページ、第１５目、道路新設改良費につきましては、前年比１億７,８３

６万６,０００円の増となっております。これは第１３節、委託料１億６,５５０万

円、第１５節、工事請負費２億９,１６２万円、第１７節、公有財産購入費１,８９

７万３,０００円、第２２節、補償補填及び賠償金２,２１５万円を予定しており、

スマートインターチェンジのアクセス道路改良事業及び町道新設事業によるもので

す。 

１０４ページ、第２８節、繰出金、下水道事業特別会計繰出金３億１,８３４万

１,０００円で前年比８８１万８,０００円の増となっております。 

 １０５ページ、第１５節、工事請負費４７２万３,０００円は、若葉団地の塗装

及び排水溝の改修工事分です。 

１０８ページ、第１８節、備品購入費９７２万２,０００円は、消防用無線機５０

台、防災無線の戸別受信機１２０台、消防用小型ポンプ２台の購入費です。 

１１４ページ、第１０項、小学校費、第５目、学校管理費、１３節委託料に竜北

西部小学校校舎耐震補強・大規模改造実施設計委託を予定しております。 

１１７ページ、第１８節、備品購入費につきましては、学校図書の充実のため、

図書費として各学校２０万円を増額して６０万円としております。 

１１９ページ、第１５項、中学校費、第５目、学校管理費、第１３節、委託料と

して竜北中学校校舎耐震補強・大規模改造実施設計委託を予定しております。 

１２５ページ、第１１節、需用費の修繕料としてだれにでも使いやすい施設を目

的に、文化センターと氷川町公民館の１階トイレを男女各１基ずつ、和式から洋式

トイレに改修を予定をしております。 

また、１２６ページの１８節、備品購入費では氷川町公民館用として老朽化に伴

いまして、会議用テーブルと椅子の購入を、文化センターに障がい者用屋根付きカ

ーポートの設置を予定をしております。 
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１２８ページ、第１３節、委託料として図書館建設実施設計委託を予定をしてお

ります。 

１３５ページ、第５項、公債費、第５目、元金では４億７,６７１万３,０００円

となり、前年比１,１５３万４,０００円の増額となります。 

１３６ページ以降の給与明細書につきましては省略をさせていただきます。 

 以上で、議案第２３号、平成２５年度氷川町一般会計予算の説明を終わります。 

○議長（笠原良一君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山下 剛君） 議案第２４号、平成２５年度氷川町国民健康保険特別

会計予算について説明いたします。 

平成２５年度氷川町国民健康保険特別会計予算を別紙のとおり定めるため、地

方自治法第９６条第１項の規定により、議会の議決を求めるものです。 

２枚お開けいただきたいと思います。第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳

出それぞれ１９億８,１３９万１,０００円とするものです。 

主な項目をご説明いたします。歳出、１９ページをお願いします。 

１０、項の５、目の５、一般被保険者療養給付費、１９節、負担金補助及び交

付金の１０億５,２００万円診療報酬、それから款の１０、項の１０、目の５、一

般被保険者高額療養費、１９節、負担金補助及び交付金１億２,４００万円を合わ

せまして、昨年度に比べて４％ほどの伸びで計上をいたしております。 

歳入の８ページをお願いいたします。款の５、項の５、目の５、一般被保険者

国民健康保険税４億２,２０７万５,０００円、同じく目の１０、退職被保険者等国

民健康保険税２,７１９万７,０００円は、平成２４年度の課税標準額をもとに計算

をして計上しております。 

続きまして、議案第２５号、平成２５年度氷川町後期高齢者医療特別会計予算

について説明いたします。 

平成２５年度氷川町後期高齢者医療特別会計予算を別紙のとおり定めるため、

地方自治法第９６条第１項の規定により、議会の議決を求めるものです。 

２枚お開けください。第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億

５,２７８万４,０００円とするものです。 

主な項目をご説明いたします。歳出、１０ページをお願いします。 

款の１０、項の５、目の５、後期高齢者医療広域連合納付金、１９節、負担金

補助及び交付金１億４,８８５万円は、広域連合への納付金であります。 

歳入６ページをお願いします。款の５、項の５、目の５、特別徴収保険料７,８

４７万１,０００円、同じく目の１０、普通徴収保険料、５節、現年度分２,６１５

万６,０００円は、平成２４年度の被保険者数と課税標準額をもとに広域連合から
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示されている額を計上しております。 

続きまして、議案第２６号、平成２５年度氷川町介護保険特別会計予算について

ご説明いたします。 

 平成２５年度氷川町介護保険特別会計予算を別紙のとおり定めるため、地方自治

法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

 ２枚お開けください。第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ１３億

６,４２２万８,０００円とするものです。主な項目をご説明いたします。 

 歳出、２０ページをお願いします。款の１７、項の５、目の５、要支援二次予防

事業費です。１３、委託料、総合事業訪問リハビリテーション委託料３７６万４,

０００円は、新規事業としまして、要介護認定におきまして要支援と非該当を行き

来するような高齢者に対する切れ目のない総合的なサービスの提供や虚弱、ひきこ

もりなど介護保険利用に結び付かない高齢者に円滑なサービス導入を目的に介護予

防、地域支援事業等とサービスを組み合わせて総合的に日常生活を支援する事業で

す。 

歳入、８ページをお願いします。款の１５、項の１０、目の１０、地域支援事業

交付金、５節、現年度分介護予防・日常生活支援総合事業費２７６万２,０００

円、こちら歳出でご説明いたしました総合事業訪問リハビリテーション委託料を含

めました地域支援事業の国庫補助分を計上いたしております。 

以上で説明を終わります。 

○議長（笠原良一君） 建設下水道課長。 

○建設下水道課長（森田寿也君） それでは、建設下水道課の議案第２７号、平成２５

年度氷川町下水道事業特別会計予算についてご説明申し上げます。 

平成２５年度氷川町下水道事業特別会計予算を別紙のとおり定めるため、地方

自治法第９６条第１項の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

開けていただきまして１ページをご覧ください。第１条、歳入歳出予算の総額

は、歳入歳出それぞれ７億７,２６９万４,０００円とする予算でございます。対前

年度比といたしましては８.２２％の減額予算となっております。第３条、地方自

治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金につきましては２億円を最高額

といたしております。 

それでは歳出のほうから主なものを説明させていただきます。１１ページを開

けてご覧ください。５款、５項の公共下水道事業費、５目、総務管理費の２節、給

料から４節、共済費までは職員給与関係でございます。下水道職員４名分の２,６

５６万８,０００円を、８節、報償費については受益者負担金一括納付者に対する

報償金２９９万９,０００円を計上いたしております。 
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１２ページの１３節、委託料では、下水道台帳更新業務委託、２７１万９,００

０円、特定環境保全公共下水道事業で竜北処理区の事業計画の見直しが平成２６年

度末となっておりますので、これに伴いまして全体計画の見直しの業務委託５５０

万円の合計８２１万９,０００円を計上いたしております。 

次に１３ページの１０目、公共下水道維持費の主なものといたしましては、１

１節、需用費でマンホールポンプ場の電気代、建築物修繕、管路修繕料に係る９７

９万２,０００円、１３ページから１４ページにかけての１３節、委託料でマンホ

ールポンプ場の管理、汚泥処分業務と指定管理者への宮原浄化センター管理業務委

託費の４,６０２万１,０００円、１９節、負担金補助及び交付金の流域下水道維持

管理負担金といたしまして５,８１５万４,０００円を計上いたしております。 

１５目、公共下水道建設費の主なものといたしましては、１５節、工事請負費

で竜北処理区の管渠築造工事費３億５００万円、次の１５ページの２２節、補償補

填及び賠償金では、管渠築造工事に伴う上水道施設の移転補償費２,５００万円を

計上いたしております。 

１０款、５項、５目の個別排水処理事業費、１１節、需用費から１３節、委託

料まで、宮原地区の合併浄化槽３２基分の管理費といたしまして２４５万６,００

０円を計上いたしております。同ページの１５款、５項の公債費では、５目、元

金、２３節、償還金利子及び割引料の１億８,６９４万６,０００円を計上、１０

目、利子では８,６７２万４,０００円を計上いたしております。 

開けまして１７ページから２３ページまでは下水道職員の給与に関する調書、

２４ページには債務負担行為における調書につきまして載せておりますので、ご覧

ください。 

２５ページをご覧ください。地方債に関する調書につきまして、当該年度末に

おける現在高見込額は４０億５５６万５,０００円でございます。 

続いて歳入のほうに移りたいと思います。７ページをご覧ください。歳入の主

なものといたしましては、５款、分担金、負担金、５項、負担金、５目、５節の分

担金につきましては、受益者分担金といたしまして１,８６１万３,０００円を計上

いたしております。１０款、使用料及び手数料、５項、使用料、５目、下水道使用

料、５節、公共下水道使用料につきましては、１億１,１６０万円を計上いたして

おります。 

次の８ページの１５款、５項の国庫補助金、５目、５節の下水道補助金につき

ましては、１億４,９８０万円を計上いたしております。 

９ページの２０款、繰入金、５項、５目、５節の一般会計繰入金につきまして

は、一般会計からの繰入金３億１,８３４万１,０００円を計上いたしております。
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２５款、５項、５目、５節の繰越金につきましては、繰越額の４００万円を計上い

たしております。 

次の１０ページに移りまして、３５款、５項の町債、５目、５節の下水道債で

は１億６,８５０万円を計上いたしております。 

最後に４ページをご覧ください。第２表の地方債につきまして、下水道債の限

度額を１億６,８５０万円といたしております。 

以上で、議案第２７号、平成２５年度氷川町下水道事業特別会計予算について

説明を終わらせていただきます。 

続きまして、議案第２８号、平成２５年度氷川町宅地開発事業特別会計予算に

ついてご説明いたします。 

平成２５年度氷川町宅地開発事業特別会計予算を別紙のとおり定めるため、地

方自治法第９６条第１項の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

対前年度比といたしまして、２.２５％の減額予算となっております。 

開けてもらいまして１ページをご覧ください。第１条、歳入歳出の予算の総額

は、歳入歳出それぞれ３,９２４万２,０００円とする予算でございます。第２条、

一次借入金につきましては、地方自治法第２３５条の３第２項の規定により借り入

れの最高額を５,０００万円といたしております。 

それでは、歳出から主な予算を説明させていただきます。８ページをご覧くだ

さい。５款、土木費、５項、住宅費、５目、住宅用地費造成費、１９節、負担金補

助及び交付金では、３年間の固定資産税の半額補助といたしまして、定住促進分譲

住宅補助金３８万３,０００円を計上いたしております。７款、５項の公債費、３

目、元金、２３節、償還金利子及び割引料では、建設費の借入金の元金３,７８９

万２,０００円、５目、利子、２３節、償還金利子及び割引料の９１万７,０００円

を計上いたしております。 

次の１０ページをご覧ください。地方債に関する調書については、当該年度末

における現在高見込み額は、３,１１２万５,０００円でございます。 

続きまして、歳入の説明をいたします。６ページをご覧ください。１０款、繰

入金、３項、５目、５節の一般会計繰入金につきましては、一般会計より３,９１

５万８,０００円の繰入金を計上いたしております。 

以上で、議案第２８号、平成２５年度氷川町宅地開発事業特別会計予算の説明

を終わらせていただきます。 

○議長（笠原良一君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（平 逸郎君） 議案第２９号、第一次氷川町総合振興計画（基本計

画）の変更について、ご説明いたします。 



 － 45 －

第一次氷川町総合振興計画（基本計画）を別紙のとおり変更するため、地方自

治法第９６条第２項の規定により、議会の議決すべき事件を定める条例第２条第２

項の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

提案理由としまして、第一次氷川町総合振興計画において、基本計画について

は、前期基本計画の目標年次の平成２４年度で見直す計画となっているためです。

見直しにつきましては、各種団体長２０名を構成員としました策定審議会に諮問

し、計画を検討し、２月に答申をいただきました。作業の中では、策定審議会３

回、２９１本の事業評価、職員プロジェクト会議１０回、各課による計画修正依頼

３回、ヒアリング調査を行っております。計画書の概要としましては、前期の計画

事業数２９１本が後期は３３９本に増えており、うち７７事業は後期の方で新たに

追加をしております。 

施策の体系、方針、事業名称につきましては、変更箇所はすべて青色で着色を

しております。また、分かりやすい計画書にするために、すべての事業について事

業内容を掲載しております。 

以上で、基本計画の変更についての説明を終わります。 

○議長（笠原良一君） 町長。 

○町長（藤本一臣君） 続きまして、諮問第１号につきまして提案を申し上げます。 

人権擁護委員候補者の推薦についてでございます。 

次の者を人権擁護委員の候補者として推薦したいので、議会の意見を求めるも

のでございます。住所、八代郡氷川町鹿島１５２８番地２、伊藤直江、生年月日、

昭和１７年２月１０日生まれでございます。 

同氏は教育者として培ってきた豊富な経験を生かし、社会貢献の精神に基づ

き、中立公正な立場で熱意を持って人権啓発等に積極的に取り組んでこられ、地域

住民から深く信頼をされております。平成１６年から人権擁護委員として人権思想

の普及高揚に努め、今後さらなる活動が期待できますので、再度人権擁護委員候補

者として推薦してよろしいか、議会の意見を求めるものでございます。 

諮問第２号、同様に人権擁護委員候補者の推薦についてでございます。住所、

八代郡氷川町高塚１２８７番地１、氏名、永田俊雄、生年月日、昭和２０年１月６

日生まれでございます。 

同氏は広く社会の実情に精通をし、地域住民から深く信頼をされ、中立公正な

立場で日頃から熱意を持って人々に寄り添いながら、人権啓発に積極的に取り組ん

でおられます。平成１９年から人権擁護委員として高齢者及び地域の人権問題に積

極的に取り組まれ、今後さらなる活動が期待をできますので、再度人権擁護委員候

補者として推薦してよろしいか、議会の意見を求めるものでございます。 
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諮問第３号、これも同様に人権擁護委員候補者の推薦についてでございます。

住所、八代郡氷川町河原６３番地、氏名、守正信、生年月日、昭和２４年９月３日

生まれでございます。 

同氏は法雲寺の住職及び保育園園長として、広く社会の実情に精通をし、地域

住民から深く信頼され、また民生児童委員としての豊富な経験を生かし、社会貢献

の精神に基づき、中立公正な立場で熱意を持って人権啓発等の活動に積極的に取り

組んでおられます。平成１９年から人権擁護委員として子ども及び高齢者の人権問

題に積極的に取り組まれ、今後さらなる活動が期待をできますので、再度人権擁護

委員候補者として推薦をしてよろしいか、議会の意見を求めるものでございます。 

どうぞよろしくお願いをいたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（笠原良一君） 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれをもって散会します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後２時１５分 


